
Ⅰ．はじめに

　野球の特性には「投げる」、「打つ」といった動作特性がある。桜井（1992）によれば、投動作は「手

にもつ物体にその手で速度を与えて空中に放すこと」と定義される。下肢、体幹、上肢そしてボール

の順に各部位の身体エネルギーが伝達されるため、速いボールを投げるために身体と腕がムチのよう

に動くことが大切である。また、打動作において、金子（2004）によれば、手や打具で「打つ」運動

の特徴は、打撃動作を通じてボールなどの物体に衝撃力を加えるところにあるとし、ボールを強く正

確に打つことが要求される。

　野球の投打とは、投げ腕が右の場合を右投げ、左の場合を左投げといい、右打ちは投手から見て右

打席で打つ場合をいい、左打ちは投手から見て左打席で打つ場合を示すことが知られている。その投

打パターンは「右投げ・右打ち（RR）」、「右投げ・左打ち（RL）」、「左投げ・左打ち（LL）、「左投げ・

右打ち（LR）」のように複数のパターンが考えられる。野球の投打に関する先行研究では、日本プロ

野球界で右投げ左打ちの野手は1950年に1.7％であったが、2000年には20.9％に上昇し、野球に有利

な左打ちへ後天的に改良された野手が増加したことが確認された（中山・他，2000）。

　比留間・尾縣（2011）によれば、野球の投手と野手の50m走等のフィールドテストに関する先行研

究において、野手と投手との両群間の比較検討を報告している。その他、日本人プロ野球選手のポジ

ション別に身体組成の特徴が異なることを報告している（河井・澤田，2016；中山，2004）。一方で、
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野球選手の投打パターンの違いによって身体特性や身体パフォーマンスへの影響に関する研究は十分

とはいえない。野球に有利とされる右投げ左打ちの選手の特徴について検討することは今後の野球界

の指導現場での一助になり得ると考えた。そこで、本研究は野球選手の投打パターンの違いと疾走能

力との関係について検討することを目的とした。

Ⅱ．対象と方法

　対象は大学硬式野球部に所属する選手54名を対象とした。対象者の年齢は19.2±1.1、身長は173.7

±5.6、体重72.8±8.5、BMIは24.1±2.2であった。尚、本研究の投打パターンの対象は、右投げ右打

ち（RR群）31名、右投げ左打ち（RL群）23名とし、その他、左投げ等は研究の対象から除外した。

疾走能力には文部科学省の新体力テスト実施要領を参考に50m走を測定した。スタート姿勢はスタン

ディングスタートに統一し、手旗の振り上げと掛け声でスタートした。被験者には全力疾走で走るよ

うに指示し、疾走回数は２回の内、記録の優れている方を採用した。タイムはストップウォッチを用

いて測定した。

　測定結果は平均値±標準偏差で表示した。統計検定量の算出には、統計解析ソフトウェアSPSS　

Statistics　23（IBM社製）を用いた。統計処理は投手と野手との関係、投打パターンの関係を検討

するため、それぞれ対応のないｔ検定で群間比較をおこなった。また、投手（Ｐ）、内野手（IF）及

び外野手（OF）の比較には一元配置分散分析を行い検討した。更に、50m走と身体特性との関係に

ついてはPearsonの相関係数を算出した。尚、統計学的有意水準は５％未満とした。尚、本研究はヘ

ルシンキ宣言及び、個人情報保護法の趣旨に則り、被験者に研究の趣旨や内容、データの取扱い方法

について説明し、研究への参加の同意を得て実施した。

Ⅲ．結果

　投打パターンの分類後の対象者の身体特性（身長，体重，BMI）及び50ｍ走の結果を表１に示した。

RR群とRL群の50m走を比較した結果，RL群はRR群に比べ有意に速いタイムであった。また、RR

群の身長、体重及びBMIはRL群に比べ有意に高値であった。

　Ｐ群、IF群及びOF群の各群の平均値と標準偏差の結果を表２に示す。各群間の測定項目を比較し

た結果、各群間での有意差は認められなかった。 

　50m走と身体特性との関係を表３に示す。50m走と体重及びBMIとの項目に有意な相関関係が認め

られた。
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表１　RR群とRL群の測定項目の平均と標準偏差（SD）
RR群（ｎ＝31） RL群（ｎ＝23）

平均 SD 平均 SD

年齢（歳） 19.2 1.1 19.1 1.0

身長（cm） 175.1 6.0 171.9 4.6  *

体重（kg） 75.6 9.8 69.0 4.2**

BMI（kg/m2） 24.6 2.6 23.3 1.3  *

50m走（sec） 6.9 0.2 6.6 0.3**

**：p<0.01，*：p<0.05，vs.RR群
RR群：右投げ右打ち，RL群：右投げ左打ち．

表２　各群の平均と標準偏差（SD）
Ｐ群（ｎ＝12） IF群（ｎ＝27） OF群（ｎ＝15）

平均 SD 平均 SD 平均 SD

身長（cm） 176.4 6.6 172.8 5.5 173.3 4.6

体重（kg） 77.2 10.7 71.7 7.9 71.1 6.8

BMI（kg/m2） 24.8 2.6 24.0 2.1 23.6 2.1

50m走（sec） 6.9 0.3 6.8 0.2 6.6 0.4

Ｐ群：投手，IF群：内野手， OF群：外野手

表３　50m走と身長特性との関係
身長 体重 BMI

50m走 0.10 0.53** 0.57**

Pearsonの相関係数　*：ｐ＜0.05， **：ｐ＜0.01．

Ⅳ．考察

　本研究は大学野球選手の投打パターンの違いと疾走能力との関係について検討することを目的とし

た。中山・他（2000）によれば、プロ野球界では右投げの選手は1950年には約80％の選手が右投げで

ほとんど変化なく今日に至っている。逆に右打ちの選手は、1950年直後は右投げの選手同様に約80％

前後を示していたが、その後徐々に低下し、最近では65％程度まで減少していると報告している。また、

投打で比較すると、最も多い右投げ右打ちの選手は、1950年には82.9％存在したが、その後も徐々に

低下し、2000年には63.8％となった。逆に右投げ左打ちの選手は、1950年にはわずか1.4％であったが、

その後徐々に増加し、1991年には10％台になり、2000年には13.5％まで増加している。これらの傾向

は特に内野手や外野手で顕著であり、野球の打者に有利な左打者が増加したことによるものであると

報告している。また、中山・他（2000）によれば、野球に有利な左打者へ後天的に改良させた選手が

増加したことは、プロ野球界の平均打率上昇の一因となったと報告している。

　本研究の右投げ右打ち（RR群）と右投げ左打ち（RL群）の身体組成及び50m走の疾走能力の比較
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検討を行ったところ、RL群の50m走のタイムはRR群の選手に比べてタイムが速く、RL群の選手の

疾走能力が高いことが示唆された。また、RL群の選手の身長、体重、及びBMIはRR群の選手に比べ

小さいことが認められた。本研究において、50m走と身体特性を比較したところ、50m走と体重及び

BMIとの間に相関関係が認められた。このことは、体重が重くなれば疾走タイムは遅くなり、身の

こなしが鈍くなることが考えられる。これらのことはRR群の選手の特徴は、身体が大きいという特

性があることが考えられる。

　これまでの野球選手のポジション別の身体組成において、中山（2004）によれば、身長では投手が

一番高く、その他のポジションでは、外野手、内野手及び捕手と類似した推移を続けている。ポジ

ション別に体重が一番重かったのは捕手であり、ホームベースを守る役割があり、体重移動の少ない

ポジションであるといえる。逆に体重が一番軽かったのは内野手であったと報告している。比留間・

尾縣（2011）によれば、投手群と野手群の身体組成に有意差はなかったとしている。本研究において

も、投手群（Ｐ群）、内野手群（IF群）、外野手群（OF群）に区分し、身体特性について比較した結果、

有意差は認められなかった。

　これらのことから、RL群の選手の特徴は比較的小柄で疾走能力の高い傾向にあり、野手にとって

は野球に有利である可能性が示唆された。また、RR群の選手の特徴として、投手や捕手にみるように、

体が大きく、力強い選手の特徴であることが示唆された。

　野球はポジションによりその役割も異なり、投手や野手で競技の特性に相違があることが考えられ

る。投手は打者に対して打ち難いボールを投げる為に力のあるボールやキレのあるボールを投げるこ

とが重要である。また、野手は投手が投げたボールを打ち返す攻撃力や守備力、走力といった、走・攻・

守３拍子揃った能力が求められる。本研究において、ポジション別にＰ群、IF群及びOF群間に分類し、

疾走能力を比較したところ、３群間に有意差は認められなかった。これまで野球選手における投手と

野手の体力特性に関する報告では、比留間・尾縣（2011）によれば、50m走の項目において、投手と

野手との疾走能力の差は認められなかったと報告している。また、投手と野手のパワー指標の比較で

は、統計的に投手の方に有意に高値が見られた項目は、全身パワーの指標であるオーバーヘッド投げ、

バック投げ、下肢パワーの指標である両脚立ち三段跳びであったと報告している。

　一方で、野球選手において、疾走能力が高いことは攻守に渡り大きな武器となる。野球の左右の両

打席と一塁までの疾走距離との関係では、左打者の方が一塁までの疾走距離が右打者よりも短くなる

といえる。このことは足が速い選手にとっては野球に有利な左打者へ変更する可能性が高いと考えら

れる。また、右打者のスイングは左回旋後に一塁方向へ疾走するのに対し、左打者は右回旋後に一塁

方向へ疾走するため、左打者の方がスムーズに一塁方向へ疾走できる可能性が考えられる。他方、野

球界では右投げの投手が多いことが知られている。右投げの投手の投球は、左打者からみればボール

が外から内側に入ってくるため、ボールが見えやすく打撃に有利になると考えられる。本研究におい

て、RL群の選手の体格はRR群に比べ小柄であるが、素早い身のこなしができる疾走能力を備えてい

ることが考えられる。これらのことから、疾走能力の高い選手は野球に有利な左打者に後天的に変更

した可能性を推察した。今後の課題として，右打者、左打者の身体的特徴について、運動生理的な側

面や神経生理的な側面についても検証することが必要である。
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